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丹
波
古
陶
館 

た
ん
ば
こ
と
う
か
ん

開
館
四
十
五
周
年
記
念
講
演
会

後
援
　
篠
山
市
教
育
委
員
会

　

虫
の
音
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
の
五
月
に
開
館
い
た
し
ま
し
た
丹
波
古
陶
館
も
、
本
年

四
十
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
多
く
の
方
々
か
ら

の
ご
支
援
、
ご
指
導
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
月
五
日
（
日
）、
私
ど
も
の
主
催
に
よ
る
記
念
講
演
会
と
し
て
、
南
山
大
学
准
教
授 

濱
田
琢
司
先
生
に
「
民
藝
運
動
の
同
人
達
と
地
域
社
会
」
と
題
し
、
ご
講
話
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
か
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
こ
こ
に
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
六
年
秋
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
波
古
陶
館

館
長　

中 
西 　

薫

記
念
講
演
会

演 

題
　「
民
藝
運
動
の
同
人
達
と
地
域
社
会
」

― 

民
藝
運
動
に
か
か
わ
っ
た
同
人
た
ち
に
は
、
工
芸
生
産
の
現

場
な
ど
地
域
社
会
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
者
も
少
な
く
な
い
。

講
演
で
は
、
そ
う
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
濱
田
庄
司
と
益
子
と
の
か

か
わ
り
を
中
心
と
し
つ
つ
、
ほ
か
の
い
く
つ
か
の
事
例
と
と
も
に
、

振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
と
文
化
的
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と

の
関
係
性
の
あ
り
方
の
今
後
に
つ
い
て
も
展
望
す
る
。

―

日 

時
　
平
成
二
十
六
年
十
月
五
日（
日
）　
午
後
一
時
三
十
分
～

場 

所
　
観
音
寺（
丹
波
古
陶
館
東
へ
す
ぐ
） 

聴
講
料 

五
〇
〇
円

一九
七
二
年
栃
木
県
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了
。

神
戸
大
学
助
手
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
九
年
よ
り
現
職
。

専
門
の
文
化
地
理
学
・
地
域
文
化
論
の
視
点
か
ら
、
民
藝
運
動
と
地
域
文
化

の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
主
な
著
書
に
、『
民
芸
運
動
と
地
域

文
化
』（
単
著
、
思
文
閣
出
版
）、『
民
藝
運
動
と
建
築
』（
共
著
、
淡
交
社
）、『〈
民
藝
〉の

レ
ッ
ス
ン
』（
共
著
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）な
ど
。

開館45周年記念「丹波の名陶」展
2014年8月30日（土）～ 11月30日（日）
休館日： 月曜日（祝日の場合は翌日）、但し9月22日（月）は

開館、24日（水）は休館
時　間： 午前9時から午後5時（最終入館は午後4時45分）

講師　　　　　　　

濱田琢司先生
（南山大学准教授）


